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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は，タイ国における土壌生息菌類についてタイ国各地の土壌資料より菌類を分離同定し，
各菌類の分類学・生態学的研究を行い，異なった環境条件下での地理的分布などについて比較研究
を行いその結果をまとめたものである。
　その概要は次の通りである。
1）タイ国産土壌生息菌の種類
　タイ国内農耕地17ケ所，非農耕地10ケ所より土壌を採取し，これらから土壌平板法，土壌希釈平
板法，土壌アルコール処理法，土壌アクチジオン処理法により土壌生息菌を分離し，同定を行い鞭
毛菌，接合菌，子のう菌および不完全菌各亜門にわたる64属196種の分布を明らかにした。
2）農耕地，非農耕地における土壌生息菌について
　農耕地17ケ所よりの分離・同定された菌類は37属67種，7未同定種，非農耕地10ケ所よりは45属
126種，10未同定種であり，農耕地で多く分離された菌類はAspergi11us，Chaeto峨iu㎜，Fusariu獅，
Humico1a，Mucor，Myrotheciu㎜，Papu1aspora，Pen三cmium，Ta1aromyces，Thie1avia，Trichoderma，Sco－
pu1ariopsisの12属で，非農耕地は，Acremoniu㎜，Arthr量niu獺，Aspergmus，Chaetomium，C1adospor－
iu㎜，C雌w1aria，E叩enici11ium，Fusariu聰，Myrothecium，Nigrospora，PeniciI1ium，Periconia，Scopu1ar－
iopsis，Ta1aro㎜yces，Trichodermaの15属で概して農耕地より非農耕地における菌類相が複雑である
ことを明らかにした。この原因については農耕地植生の単純化によるものと推測した。また，農耕
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地より分離された菌類のうち植物寄生菌はA1temaria　porri，Aspergi11us　ochraceus，Coryneascus
spedonium，E狐erice11a　nidu1ans，Fusarium　oxysporu㎜，Gi1manie11a　hu狐ico1a，Hu狐ico1a　fuscoata　v服、
fuscoata，M0B0ci11iu㎜mucidum，Monodyctis　f1uc1リata，Myroth㏄i汕㎜verrucaria，Papu1aspora　spp．，
Penici11ium　funicu1osu㎜，Pesta1otia　carveri，Phia1ophora　sp．，Pho脳a1evei豆1ei，Phytophthora　sp、，Rhizo－
mucor　pusi11us，Trichurus　spira1isであり，非農耕地では，Aspergi11us　nigar，Barta1inia　sp．，Curvu－
1aria　spp、，Drechs1era　sp．，Fusarium　oxysporu㎜，Gi1manie11a　hu臓三co1a，Myrotheciu狐ciRctu脳，M．
1eucotrichum，M．roridum，M．verrucaria，Nigrospora　spp．，Pesta1otia　sp．，Pho獅a　eupyrena，
Phia1ophora－sp．，Py．e忍ochaeta1ycope．sici，Rhi．octonia　spp．，で非農耕地からも多くの植物寄生菌の
分布を明らかにした。さらに木材腐朽菌であるHumicola　fascoatra　var．fascoatra，Trichurs　sp1ra1is
は農地耕より，Phia1ophora　sp．は両地域より分離した。その他動物寄生菌，人体からの分離が報告
されている菌類，耐高温性菌，好高温性菌，有機物の分解に重要な役割をはたしている菌類，菌類
寄生菌類など多くの菌類を農耕地，非農耕地より分離同定を行い，両地域における土壌生息菌の比
較検討を行った。
3）本研究においてあらたに記録されたタイ国産土壌生息菌
　本研究においてタイ国において初めて発見された菌類は次の通りである。
　Acre㎜onium　sa1膿osynnemata，A．strictu㎜，Acrodontium　simp1ex，Arthrinium　saccharico1a，Arthri－
nium　spp．，Ascodes服is　porcina，Aspergi11us　def1ectus，A．su1phurea，Barta－inia　sp．，Chaiara　sp．，Chry－
sosporium　queens1andicum，E五ad三a　saccu1a，G量1㎜anie11a　subornata，Gonytrichum　caesium　var．subg1o－
bosu臓，Metarhizium　anisop1iae　var．anisop1iae，Monascus　ruber，Monocmium狐ucidiu㎜，Monodyctis
f1uctuata，Myrothecium　cinctu㎜，M．王eucotrichum，M．roridu肌，M．verrucaria，M．gramineu㎜，Penici1－
1ium　c1aviforme，Pestaiotia　carveri，Petrie11a　asy狐㎜etrica，Phia1ophora　spp．，Putagraivam　sp．，
Sco1ecobasidium　constrictum，Scopu1ariopsis　brevicau1is，S．bru狐ptii，Spegazzinia　sp．，Sti1be11a
f1avescens，Trichurus　spira1is．
　なお，Barta1inia　sp．，は新種と推察されるが，今後さらに詳細な分類学的検討を行う必要がある。
4）土壌生息菌分離方法について
　本研究において土壌生息菌分離に4種の方法を試みた。その結果Asco㎜ycetesに属する菌類は土
壌アルコール処理法，土壌アクチジオン処理法が最も有効であり，分離方法により分離される菌類
がそれぞれ異なる場合がある。これらのことより，土壌生息菌の分離には1つの分離方法によるこ
となく複数の分離方法を採用することの重要性を指摘した。
5）地域別による土壌生息菌の分布について
　地域別による分離菌については，概して北部タイのチヱンマイ地域と申部タイのカンチャナブリ
地域からは類似の菌類が分離されたが，南タイのプケ地域からは異なった種類が得られた。このこ
とは前2地域は後地域の植生，土壌条件，気侯などの相違によるものとした。また，北部山岳地域
における分離菌を比較して，アンカン（ユ480～1800㎜）とインタノン（2600鮒）ではArthrinium，
C1adosporiu，Curvu1aria，P㎝ici11iu狐，Periconia，Scopu1ariopsis属など共通の菌類を得た。一方，両
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地域で著しい相違をみた分離菌はインタノンでPenici11ium　c1aviformis，アンカンでは植物寄生菌
のFusari汕moxyspomm，Myrotheciumieucotrichum，Phia1ophorasp．であった。このことはインタノ
ンは全く人為的に手が加えられていない地域で，アンカンは人為的に手が加えられた農耕地である
ことより，このような環境条件の相違に関連していることが原因であると指摘した。
　以上，タイ国における土壌生息菌についてタイ国各地より採取した土壌より各種の分離方法によ
り分離，同定しタイ国産土壌生息菌の種類，生態に関する研究を行った。これら一連の研究結果に
もとづいてタイ国における土壌生息菌の分類学的検討，農耕地，非農耕地および地域別による分離
菌の比較検討を行いそれぞれの地域による土壌生息菌の地理的分布ならびに生態的特徴を明らかに
した。
審　　査　　の　　要　　旨
　タイ国における土壌生息菌に関する過去の研究報告は断片的な研究にとどまり，同菌類の分類，
生態学に関する詳細な総合的研究報告は皆無である。
　本論文は，タイ国の農耕地17ケ所，非農耕地10ケ所より土壌を採取しこれらから土壌平板法，土
壌希釈平板法，土壌アルコール処理法，土壌アクチジオン処理法を用いて土壌生息菌を農耕地より
108菌株，非農耕地より165菌株を分離し，これら各分離菌の分類学的検討を行い，農耕地より37属
67種，非農耕地では45属126種，両地域より鞭毛菌，接合菌，子のう菌，不完全菌各亜門にわたる
合計64属196種の菌類について詳細な記述を行った。これらの結果，多くのタイ国産土壌生息菌を
あらたに記録した。これらのうち，Barta1inia属は新種の可能性を指摘した。これらのことは，タ
イ国産土壌生息菌の分類学，生態学的研究に多くの基礎情報を与えたことでその意義はきわめて大
きいものである。また，農耕地，非農耕地よりの分離菌について比較検討を行い非農耕地での土壌
生息菌は農耕地におけるよりも菌類相が複雑であることを明らかにし，その原因は農耕地での植物
相の単純化がその要因の1つであることを推察した。
　ついで，非農耕地においても多数の植物寄生菌類の分布を明らかにしたことは，今後タイ国各地
の非農耕地より農耕地として転換利用する場合植物病害の上から留意すべき点として指摘した。こ
れらの研究結果は，菌類分類学の上からと合わせてタイ国のみならず日本における植物病害防除対
策確立の上からも重要なことであり貴重な業績とみなされる。　さらに，地域別による土壌生息菌
の分布，分離に際し複数の分離方法の採用，木材腐朽菌類，動物寄生菌類，人体からの分離が報告
されている皮膚糸状菌，耐好温性・好高温性菌類，色素の生産菌類，菌寄生菌類の分離・同定を
行った。
　以上，著者自身による研究成果は，すぐれた着想と細密な研究のもとに行われたもので，タイ国
産土壌生息菌の分類。生態等について大変注目すべき研究結果であり，熱帯土壌生息菌類に関する
総合的研究の端初を基いたものである。これらのことは，菌学的業績にとどまらず植物土壌病害防
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除の上から貴重な基礎情報を提供したものであり，植物病理学分野に大きく貢献を与えたもので高
く評価出来る。
　よって，著者は農学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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